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背景とねらい： 
和食の世界遺産登録等を背景に、産学連携による機能性表示食品の共同開発の重要性

が増しています。他方、こうした開発の課題として、機能性成分の分析の困難さが挙げ

られます。本事業では、アカデミアが「認知機能改善に効果が期待されるホヤに含まれ

るプラズマローゲン」の分析法を確立・規格化し、民間とともに機能性表示食品の開発

に関するプラットフォームを形成し、ホヤプラズマローゲンの機能性食品への応用を目

指しました。 

 

成果の概要： 
はじめに、プラズマローゲンの高精度

な分析法を開発・規格化し（図 1）、こ

れを駆使して、ホヤ等の海産物からのプ

ラズマローゲン抽出時の課題であった重

金属類の除去技術を確立し（図 2）、種

々の試作品を作製しました。 

試作品を用いて、ホヤプラズマローゲ

ンの吸収代謝と安全性を明示し、その認

知機能改善効果等を見出し、機能性発現

メカニズムをオミクス解析等で詳細に評

価しました。加えて、プラズマローゲン

の体内吸収を高める技術も産出しました。 

これらの知見に基づき、高品質な各種

のホヤプラズマローゲン製品を開発し、

クロレラやソバと組み合わせた新ジャン

ルの機能性食品も開発しました。そして

MCI（軽度認知障害）が認められる成人を

対象としたヒト介入試験を実施しました

（図 3）。 

以上より、確かな分析技術に基づき、

確固たる数々の機能を有するホヤプラズ

マローゲン製品を創出することができま

した。今後はプラットフォームを一層強

化し、機能性表示食品といった科学的根

拠に基づく機能性食品群の事業化を積極

的に展開していきたいと考えています。

以て、被災地を中心とするホヤ養殖業の

プラズマローゲンとその代謝物を検出
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図 1. 確かな分析技術に基づき、プラズマローゲンの高精

度な分析法を開発 

図 2. 重金属類の除去技術を確立し、安全・安心な製品の

開発に成功 

図 3. ホヤプラズマローゲン製品を開発し、ヒト介入試験を実施 
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復興を加速化し、和食のさらなる高付加価値化にも貢献していきたいと思います。 

 
商品化と社会実装の構想： 
高齢化の進展に伴い認知症患者の数が急増し、「記憶力の維持」を訴求する機能性表

示食品の市場が顕著に拡大しています。こうした中で本事業では、上述したように、ホ

ヤに多く含まれるプラズマローゲンの機能性を活かし、海産物特有の重金属を除去する

技術を開発することにより、機能性と安全性の両立を特長とする各種のホヤプラズマロ

ーゲン素材製品を開発しました。本製品発売に向け、現在、ヒト介入試験の結果をもと

に機能性表示食品届出のための論文作成に着手しており、今後は本事業によって得られ

たエビデンスも活用し、中高年層をターゲットとした「記憶力の維持」を訴求する機能

性表示食品としてサプリメントメーカーや一般加工食品メーカーへ提案を行ってまいり

ます。また、先進国を中心に急速に高齢化が進んでいることを背景に、国内外問わず積

極的に市場の拡大に努めてまいります。 
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